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１．はじめに

赤土流出等の農耕地からの土砂流出に対し

て、土砂水理学の観点から、掃流砂と浮遊砂

（ )を選択的に制御する工法の実証Wash load

試験結果について報告する。傾斜地の農地排

水路系において、本工法は、渦動排砂管によ

り、主に掃流砂を制御する一方、浮遊砂や

などの微細土粒子については、重Washload

力沈降を促進させた浸透性沈砂池において、

制御することを目的とする。

２．実証試験の概要

渦動排砂管と浸透性沈砂池を組み合わせた

システムを現地に試験施工し、土砂の流出デ

ータの収集と土砂の流出防止機能の評価を行

。 。 、った 構造模式図を に示す 沈砂池はFig.1

既設の用地を利用した。沈砂池の流入部上流

には、渦動排砂管を設置し、 槽に畑地かA1

2らの流出土砂の掃流砂分を沈降させる。A

槽は、河川に流出して になる浮遊Washload

砂を沈降させ、底部に設置した暗渠排水管を

被覆している砂質のフィルタ効果により、流

出水から浮遊砂を排除する。また、沈砂池が

浸透性のために、流出初期には、空容量によ

り、濁水を一時貯留することも可能である。

試験地は、北海道網走地域の畑地流域であ

る。流域面積は、 （畑地； 、法2.39ha 2.24ha

面； 、 年造成）であり、ほ場傾斜0.15ha 1992

5 Qは である。畑地からの計画排水量は、°

＝ である。渦動排砂管は、口径0.237m/s3

100mm 50mm 1/10、開口長 であり、水路勾配

1 2の のＵ字溝の底部に設置した。 、U240 A A

Fig.2槽の底部には、暗渠排水管を設置し、

のように礫と砂により浸透層を施工した。

Plan view of settlingpondFIg.1

Filter materials of underdrainFig.2

排水管口径は、 とし、開口部の形状100mm

は、口径 の同口径（Ⅰ型； 、 ）お2mm A A1 2

よび内側に のテーパをつけた異口径（Ⅱ60°

型； ）の 形式とした。それぞれの暗渠排A 22

水量を超過する流量については、 槽の越A2

。 、流堰から表面流出させる計画である 施工は

年に実施し、施工費は、 千円であ1995 2,250

1996 4 1997 10った 現地観測は 年 月から 年。 、

月まで実施した。

３．計測結果
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沈砂池滞砂量 ほ場から排水路を経て3.1

流出した土砂の 、 槽に堆積した容量をA A1 2

に示す。ほ場からの流出は、降雨時Table1

の夏期に比べ、融雪時の 月末から 月の時3 4

57% 100%期が多い。排砂管の排砂率は、 ～

である。沈砂池の容量から掃流砂の全量は、

捕捉したものと考えらる。

短期間の浮遊砂（ ）の流出3.2 washload

畑地からの濁水流出が発生した流出イベン

トに関して時間単位で連続の流量観測と排水

路流末での採水を行った。採水したサンプル

の浮遊砂濃度を測定した。観測地点は、渦動

排砂管の上流の三角堰である。時系列的な流

出データ解析（ ）から、浮遊砂の流出Fig.3

（ ） 、 （ ）量 ； は 水の流出流量 ；Qs mg/sec Q /secλ

（ ） 、の 乗に比例 河川での既存知見の追認 し2

その係数は、 ～ の範囲であっα=47.85 288.7

た（ 、 ・ 、水理公式集： 土木学FIg.4 Qs Q=α 2 ［

会］を参考に単位を変更した 。）

濁水濃度抑制機能 濁水流出を伴う流3.3

1997.3.29 30 1997.8.10出は 試験期間内の ～、 、

Accumulated sediments and theTable1

efficiencyofsand trap

Sediments Wash load outflowFig.3 ( )

調査日 日数 槽 槽 渦動管によるA m A m1 2（ ） （ ）
3 3

(日) 排砂率（ ）%

1996.5.20 50 0.148 0.019 89

流出なし1996.6.28 38

1997.8.30 63 0.013 0.010 57

1997.9.27 28 0.096 0.017 85

1998.5.26 241 0.228 0.063 78

1998.8.20 55 0.060 0 100

流出なし1998.9.29 40

流出なし1998.10.17 18

1996（滞砂量は前調査日からの期間内である。開始時は
年 月から）4
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の 回発生した。ここでは、 の観測デ2 3.29

ータを示す（ 。Fig.5）

Outflow sedimentratingcurveFig4. −

Outflow of flow rate and sedimentsFig.5-1

( )No.1, A1

Outflow of flow rate and sedimentsFig.5-2

( )No.2, A2

４．今後の課題

）流出土砂の粒径に合致した暗渠濾層構1

造の開発

）懸濁物による濾層間隔部の目詰まりと2

見られる暗渠排水量の維持工法の開発
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・試験地流域面積：2.39ha
ほ場；2.24ha，
法面；0.15ha

・ほ場形態：造成畑地
（傾斜5°）

・土 壌：黒ボク土

： 3月 29日（融雪時）

： 3月 30日（融雪時）

： 8月 10日（降雨時）


